
令和５年度第２回みえスタディ・チェックの結果（中学校第２学年国語） 

１ 平均正答率・平均無解答率・内容別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

内容別平均正答率 

知識及び技能 
話すこと 

聞くこと 
書くこと 読むこと 

51.6% 
(7.7問/15問) 

3.99% 51.9% 64.8% 45.3% 38.7% 

 
２ 各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
３ 各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは、改善状況が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 

 

内容 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善 
状況 

1 

一 
適切な漢字を選択する（地域の伝統的な文化をケイシ

ョウする） 

知識

技能 
選択 88.8% 79.9% +8.9 

二 
適切な語句を選択する（彼はせきを切ったように話し

始めた） 

知識

技能 
選択 30.6% 28.7% +1.9 

三 
傍線部「入っていた」の主語として、適切なものを選

択する 

知識

技能 
選択 36.2% 33.7% +2.5 

四 「あやしう」の意味を現代語訳の中から抜き出す 
知識

技能 
短答 53.4% 76.5% -23.1 

五 
行書の基礎的な書き方について、適切なものを選択す

る 

知識

技能 
選択 56.9% 55.0% +1.9 

２ 

一 
スピーチをする時の工夫の効果について説明したも

のとして適切なものを選択する 

話す 

聞く 
選択 70.8% 70.9% -0.1 

二 

友達からの意見を受け、複数の登場人物を演じる時の

工夫について、どのように工夫するのか、なぜそのよ

うに工夫するのかが分かるよう、【本の一部】を参考

にスピーチ原稿を書き直す 

話す 

聞く 

書く 

記述 58.8% 61.0% -2.2 

３ 

一 
意見文の下書きの一部について、文末の表現を直す意

図として適切なものを選択する 

知識

技能 
選択 75.8% 75.0% +0.8 

二 

農林水産省のウェブページにある資料の一部から必

要な情報を引用し、意見文の下書きにスマート農業の

効果を書き加える 

知識

技能 

書く 

記述 40.6% 39.3% +1.3 

４ 

一 
レポートの下書きの一部について、文の一部を直す意

図として適切なものを選択する 
書く 選択 61.1% 54.4% +6.7 

二 漢字を書く（おし量って） 
知識

技能 
短答 36.8% 40.2% -3.4 

三 

「『判じ絵』とは何か」と見出しを付けた部分につい

て、内容のまとまりで文章が二つに分かれる箇所を選

択し、後半のまとまりに付ける見出しを書く 

知識

技能 
短答 48.2% 59.6% -11.4 
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問題番号 問題概要 

 

内容 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善 
状況 

５ 

一 
グラフから分かることについて文章中で説明してい

るものとして適切なものを選択する 
読む 選択 38.9% 39.8% -0.9 

二 
複数の辞書を引用して「天地無用」の意味を示す効果

として適切なものを選択する 
読む 選択 56.6% 57.6% -1.0 

三 
「天地無用」という言葉を誤った意味で解釈してしま

う人がいる理由を書く 

書く

読む 
記述 20.6% 20.8% -0.2 

 

【改善が図られた問題】 

・適切な漢字を選択する（地域の伝統的な文化をケイショウする）（1一） 

・レポートの下書きの一部について、文の一部を直す意図として適切なものを選

択する（４一） 

 

【課題が見られる問題】 

・「あやしう」の意味を現代語訳の中から抜き出す（１四） 

・「『判じ絵』とは何か」と見出しを付けた部分について、内容のまとまりで文章

が二つに分かれる箇所を選択し、後半のまとまりに付ける見出しを書く（４三） 

・「天地無用」という言葉を誤った意味で解釈してしまう人がいる理由を書く（５

三） 

 

４ 課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント等 

（１）課題が見られる問題 

 ５三 の設問 （正答率：20.6%）                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）課題の改善に向けた指導のポイント 

文章の構成や展開に着目しながら、目的に応じて文章を読み取り、内容を的確

に捉えてまとめることができるように指導する 

【第１学年】 Ｃ 読むこと 

ア 文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見との関係などについ

て叙述を基に捉え、要旨を把握すること。 

【第２学年】 Ｂ 書くこと 

ウ 根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を考えて

描写したりするなど、自分の考えが伝わる文章になるように工夫すること。 

目的に応じて文章の内容を的確に読み取るためには、文章の中心的な部分と

付加的な部分、事実と意見などを読み分け、文章の構成や展開を捉えて内容を

理解するように指導することが大切です。その際、段落ごとに内容を捉えたり、

接続詞や指示語に着目して段落相互の関係を正しく押さえたりしながら、文章

全体における段落の役割を捉えるように指導することが重要です。 

この文章では、「天地無用」を誤った意味で受け取る人が多い理由について、

複数の段落を設け、「また」という接続詞を用いて大きく２つ述べています。そ

のような文章の構成や展開に着目しながら、目的に応じて文章を読み取り、内

容を的確に捉えてまとめることができるように指導します。 

読み取った内容を整理して書く際は、目的を明確にしたうえで、必要な内容

を選択してまとめるように指導します。 

 

 

 



（３）課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は、「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生のページ」、「学-Viva!!セ

ット（中学校）」内の「国語 第 13弾」から、ダウンロードできます。 

 

＊生徒の１人１台端末では、「ＣＢＴシステム」にログインし、「ワークシート」内の「中学校

→１年生→国語→読むこと」から、ダウンロードできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

「平成 30年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


令和５年度第２回みえスタディ・チェックの結果（中学校第２学年数学） 

１ 平均正答率・平均無解答率・領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と式 図形 関数 データの活用 

50.8% 
(10.2問/20問) 

7.69% 50.5% 41.2% 53.3% 58.4% 

 
２ 各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
３ 各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは、改善状況が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 

 

領域 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善 
状況 

１  ２×(－５２)を計算する 数と式 短答 63.6% 64.6% -1.0 

２  
ある日の最低気温がその前日の最低気温からどれだ

け高くなったかを求める式を選ぶ 
数と式 選択 46.0% 50.5% -4.5 

３  
一元一次方程式 ２x＝x＋３ の解について、正しい記

述を選ぶ 
数と式 選択 45.0% 40.8% +4.2 

４  半径５cm、中心角が 120°の扇形の弧の長さを求める 図形 短答 25.7% 32.3% -6.6 

５  直方体において、与えられた辺に垂直な面を選ぶ 図形 選択 41.3% 41.0% +0.3 

６  円柱と円錐の体積を比較し、正しい図を選ぶ 図形 選択 44.7% 48.6% -3.9 

７  
対頂角は等しいことの証明について正しい記述を選

ぶ 
図形 選択 30.3% 29.7% +0.6 

８  与えられた三角形と合同な三角形を選ぶ 図形 選択 63.8% 64.4% -0.6 

９  
経過した時間と影の長さの関係を、「…は…の関数で

ある」という形で表現する 
関数 短答 48.0% 46.9% +1.1 

10  
比例のグラフから、xの変域に対応する yの変域を求

める 
関数 短答 58.3% 42.1% +16.2 

11  
yが xに反比例し、比例定数が３のとき、xの値とそ

れに対応する yの値について、正しい記述を選ぶ 
関数 選択 39.7% 43.1% -3.4 

12  反復横とびの記録の中央値を求める 
データ 

の活用 
短答 79.8% 78.2% +1.6 

13  
生徒 35人の靴をサイズごとに調べ、最頻値が 25.5cm

だったことについて、必ずいえる記述を選ぶ 

データ

の活用 
選択 80.4% 77.4% +3.0 

14 (１) 

四角で囲んだ４つの数が 12、13、17、18 のとき、そ

れらの和が４の倍数になるかどうかを確かめる式を

書く 

数と式 短答 72.0% 71.2% +0.8 

14 (２) 

四角で４つの数を囲むとき、四角で囲んだ４つの数の

和がどの位置にある２つの数の和の２倍であるかを

説明する 

数と式 記述 26.0% 26.0% 0.0 

0.0%
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問題番号 問題概要 

 

内容 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善 
状況 

15 

(１) 

与えられた表やグラフから、砂の重さが 75ｇのと

きに、砂が落ちきるまでの時間が 36.0秒であった

ことを表す点を選ぶ 

関数 選択 87.1% 87.7% -0.6 

(２) 
与えられた表やグラフを用いて、２分をはかるた

めに必要な砂の重さを求める方法を説明する 
関数 記述 33.5% 35.0% -1.5 

16 

(１) 気温差が９℃以上 12℃未満の階級の度数を書く 
データ 

の活用 
短答 77.4% 74.3% +3.1 

(２) 
２つの分布の傾向を比べるために相対度数を用い

ることの前提となっている考えを選ぶ 

データ

の活用 
選択 39.2% 34.7% +4.5 

(３) 

「日照時間が６時間以上の日は、６時間未満の日

より気温差が大きい傾向にある」と主張できる理

由を、グラフの特徴を基に説明する 

データ 

の活用 
記述 14.9% 14.7% +0.2 

 

【改善が図られた問題】 

・比例のグラフから、xの変域に対応する yの変域を求める（10） 

・生徒 35人の靴をサイズごとに調べ、最頻値が 25.5cmだったことについて、必

ずいえる記述を選ぶ（13） 

【課題が見られる問題】 

・ある日の最低気温がその前日の最低気温からどれだけ高くなったかを求める式

を選ぶ（２） 

・半径５cm、中心角が 120°の扇形の弧の長さを求める（４） 

・円柱と円錐の体積を比較し、正しい図を選ぶ（６） 

・「日照時間が６時間以上の日は、６時間未満の日より気温差が大きい傾向にあ

る」と主張できる理由を、グラフの特徴を基に説明する（16（３）） 

 

４ 課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント等 

（１）課題が見られる問題 

 ４ の設問 （正答率：25.7%）                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）課題の改善に向けた指導のポイント 

   扇形の弧の長さや面積が中心角の大きさに比例することを用いて、それらを

求めることができるように指導する 

【第１学年】 Ｂ 図形 

（２）空間図形について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 （イ）扇形の弧の長さと面積、基本的な柱体や錐体、球の表面積と体積を

求めること。 

扇形を円の一部として捉え、弧の長さや面積がその中心角の大きさに比例す

ることを確認する場面を設定し、扇形の弧の長さや面積を求めることができる

ように指導することが大切です。 

指導に当たっては、円を折ったり、切ったりしてできた扇形ともとの円を比

べる活動を行うなど、観察や操作、実験を通して、扇形と円を関連付けて捉え

る場面を設定することが考えられます。さらに、半径を一定にして、中心角を

様々な大きさに変えた扇形の弧の長さや面積を調べ、表や式に表すことを通し

て、それらが扇形の中心角に伴って変わる数量となっていることを確認する場

面を設定することが考えられます。 

このような活動を通して、扇形を円の一部として捉え、扇形の中心角の大き

さと弧の長さや面積との関係を見いだすことができるようにすることが大切で

す。 

この事項について、例えば、次のような学習指導が考えられます。 

円を折ったり、切ったりしてできた扇形ともとの円を比べる活動を行うな

ど、観察や操作、実験を通して、扇形と円を関連付けて捉える場面を設定する

こと 

扇形を円の一部として理解できるようにするためには、実際に円を折るなど

してできた図形を観察する場面を取り上げ、授業の中で実感を伴って理解する

ことができるようにすることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国立教育政策研究所ホームページ 

（参照）「令和３年度全国学力・学習状況調査【中学校数学】報告書」P.27～29 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


（３）課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は、「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生のページ」、「学-Viva!!セ

ット（中学校）」内の「数学 第 15弾」から、ダウンロードできます。 

 

＊生徒の１人１台端末では、「ＣＢＴシステム」にログインし、「ワークシート」内の「中学校

→１年生→数学→平面図形」から、ダウンロードできます。 


